


「豊田市赤十字奉仕団」の活動をご紹介します「豊田市赤十字奉仕団」の活動をご紹介します

車いすでの外出等にご利用ください

＜豊田市社会福祉協議会連絡先一覧＞
●総務課（豊田市福祉センター） 34－1131
●地域福祉サービスセンター　　 32－4341
●障がい者福祉会館　　　　　　 34－2940

●地域福祉課　　　　　　31－1294
●基幹包括支援センター　63－5279
●豊寿園　　　　　　　　27－2200

●旭支所　　　68－3890
●稲武支所　　82－2068
●下山支所　　90－4005

●足助支所　　62－1857
●小原支所　　65－3350
●藤岡支所　　76－3606

　「豊田市赤十字奉仕団」は今年、結成50周年を迎えます。そこで、平成29年度の社
協だよりでは、４回に渡り「豊田市赤十字奉仕団」の活動について詳しくご紹介していき
たいと思います。
　１回目の今回は、団体概要のご紹介です。

みなさんも、一緒に活動してみませんか？男性も大歓迎です！
興味のある方は、本会総務課（日本赤十字社豊田市地区事務局）までご連絡ください。

次回は、「防災講座での講師」の活動の様子をご紹介します。

　赤十字活動を支えるボランティア団体で、様々な活動を通じて、赤十字のめざす人道を広めていま
す。現在、愛知県内では各市町村の地域奉仕団を中心に85団体、約22,000人、豊田市では1団体、
約100人が活動しています。

　豊田市では、市内の自治区、学区で行われる防災訓練のお手伝いや、子育て団体の主催する防災
講座の講師、豊田市駅前での献血の呼びかけなどを中心に、その他にも様々な活動を行っています。
　同時に、赤十字の行う幼児安全法や救急法の講習会を受講するなど、新しい知識や技術を身に
つける努力も欠かせません。

　豊田市の団員の多くは、50～70 歳代のお母さんたちです。
　仕事や地域の役員をしながらボランティア活動をしている人がたくさんいます。

■対　　象　　市内に住所を有する車いす利用者の方及び介助者の方
■期　　間　　３日以内
■燃 料 費　　１Km あたり10円（運行に要する通行料、駐車料金等は利用者負担）
■運 転 手　　利用者で確保（運転免許証取得後６か月以上経過している方）
■申込方法　　お近くの施設へ電話で仮予約をしていただき、
　　　　　　　「利用許可申請書」を提出
　　　　　　　（１か月前から予約可能です。申請書は窓口にあります。）

　豊田市福祉センター、障がい者福祉会館及び旭、足助、小原、下山、藤岡の各支所では、車いす用の
「福祉車両」を貸出しています。

旭支所にも
配備しました！ ■対　　象　　市内に住所を有する方

　　　　　　　1．在宅での生活を継続するために、一時的に必要とする方
　　　　　　　2．地域福祉推進のための事業等に一時的に必要とする団体
■期　　間　　原則として１か月以内
■料　　金　　無料
■申込方法　　お近くの施設へ直接お越しいただき、「利用申請書」を提出
　　　　　　　（申請書は窓口にあります。その場で車いすを貸出します。）
ご利用は先着順です。

　豊田市福祉センター、障がい者福祉会館、豊寿園及び旭、足助、稲武、小原、下山、藤岡の各支所では、
一時的に必要とされている市民の方へ「車いす」を貸出しています。

ご利用は先着順です。初夏のお出かけにご利用ください。

車いす用福祉車両の貸出事業

２ 平成29年4月 ３平成29年4月

【１】顔の見える関係づくり
【３】助け合いのできる地域をつくる
【５】要配慮者対策を進める

【２】地域福祉活動の担い手を増やす
【４】社会的孤立を防ぐ支援と仕組みをつくる

　豊田市社会福祉協議会では、平成25、26年度の2年間をかけて、行政と一体となって「豊田市地域
福祉計画・地域福祉活動計画」を策定しました。
　計画にある次の5つの基本目標に基づいて、昨年度より具体的に実践を開始しています。

○ どんな人たちが活躍しているの？○ どんな人たちが活躍しているの？○ どんな人たちが活躍しているの？○ どんな人たちが活躍しているの？

○ どんな活動をしているの？○ どんな活動をしているの？○ どんな活動をしているの？○ どんな活動をしているの？

○ “赤十字奉仕団”ってなに？○ “赤十字奉仕団”ってなに？○ “赤十字奉仕団”ってなに？○ “赤十字奉仕団”ってなに？

車いす貸出事業

す。

車いすでの外出等にご利用ください

地域福祉計画・地域福祉活動計画「地域福祉活動の担い手を増やす」をテーマ
に、去る2月11日に豊田市福祉センターでセミナーを開催し、市民をはじめ410名
の皆様にご参加いただきました。自治区長・自治区役員、民生委員・児童委員など、
地域を支える役割の方にも多数参加いただきました。
はじめに、豊田市役所地域福祉課副主幹の新實真さんから「豊田市地域福祉計

画・地域福祉活動計画」について紹介がありました。
つづいて実践事例として、下山地区・和合自治区の前区長 松田敏明さんから、地

域の課題をともに語り合い・考える機会を住民主体で展開されている、「住民懇談
会」などの紹介がありました。

また清水団地お助け隊（竜神地区・土橋自治区）の会長 八鍬幸雄さ
ん・三沢為次さん・河合三男さんから、隣近所の住民同士の日常的な見
守りや助け合い（近助）ができる仕組みづくりに取り組んでいる事例紹
介がありました。その後発表者によるシンポジウムがおこなわれました。 
参加者からは、「”電球の交換ができない”、”毎日のゴミ出しですら

苦労している”などの困りごとや、過疎化による人口減少の問題は、決し
て人ごとではない」、「身近な課題として共有することができた」、「今
回のセミナーを参考に自分の地域でも具体的に考えていきたい」といっ
た意見を多数いただきました。 
豊田市社会福祉協議会は、今後も地域の取組みを応援してまいります。 

住民のための地域福祉活動実践セミナーを開催しました住民のための地域福祉活動実践セミナーを開催しました
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